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反
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検
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葉
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－
一
ア
切
断
シ
、
筋
末
端
－
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縫
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右
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縫
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－
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叩
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縮
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縮
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縮
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－
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－
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又
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縮
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叩
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縮
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／
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行
ナ

Y
方
向
ニ
叩
キ
見
Y

－
一
、
四
頭
股
筋
－
一
起
Y
牧
縮
A

膝
葉
靭

帯
司
ノ
叩
キ
シ
時
ト
同
様
ナ

y
。 ーー

大
腿
骨
下
部
ヲ
其
長
軸
ニ
劉
ジ
直
角
ユ
叩
ク
時
A

牧
縮
A

極
メ
ア
微
弱
－
一
ジ
ア
鯛
魔
ニ
ヨ
η
ノ
ア
モ
亦
肉
眼
的
－
一
号
殆
ン
ド
戚
知
シ
難
キ
程

度
ト
ナ

y
、
曲
線
ヲ
描
番
シ
得
ズ
。

最
後
－
一
四
頭
股
筋
全
部
－
二

μ「
ノ
ポ
カ
イ
ン
」
溶
液
ヲ
注
射
ジ
タ
Y

ニ
反
射
運
動
A

全
ク
消
失
セ
リ
ノ
。

第
六
巻

F園、
原

著、A

浅

潜手

七
O
五

（
第
参
競

六
一一一）



第
六
各

F『

廃

浅

港事

箸
』」

七
O
六

（
第
多
競

六
回
〉

第

騒

家
兎
二
頭
ヲ
脊
位
－
一
固
定
シ
ア
腿
反
射
ヲ
検
シ
、
業
曲
線
ヲ
描
書
セ

9
0
・
究
－
一
、
鹿
骨
前
面
ヲ
膝
開
節
三
道
ク
且
ッ
靭
帯
ヨ
リ
約
二
糎
下
方

二
於
－
ア
直
角
ニ
叩
キ
タ

y
。
此
際
腔
反
射
A

起
レ
共
業
振
幅
A

膝
蓋
靭

帯
ヲ
叩
キ
ジ
時
二
比
シ
ア
著
ジ
ク
小
骨
ノ
ジ
。
（
附
園
）

貰

第

膝
蓋
部
ノ
皮
膚
ヲ
切
関
心
v
、
腔
骨
上
部
ノ
骨
膜
下
申
二
M
F

「
ノ
ポ
カ

イ
ン
」
搭
液
ヲ
注
射
ジ
、
骨
膜
表
面
－
一
一
一
%
「
コ
カ
イ
ン
」
搭
液
ヲ
塗
布

シ
タ
Y
後
再
ピ
膝
蒸
靭
帯
ヲ
叩
キ
ア
起
Y
反
射
ト
、
服
骨
上
部
前
面
ヲ

叩
キ
ア
起
Y
腔
反
射
ト
ヲ
比
較
ス

Y

－
一
、
業
差
プ
注
射
前
ト
略
同
程
度

ナ
Y
ヲ
見
y
。
（
附
岡
）

闘

考
按
皮
ピ
結
論

腿
反
射
ガ
異
ノ
反
射
ナ
Y
事
A

、
緒
論
－
一
一
列
記
セ

Y
先
進
諸
家
ノ
研

究
ニ
ヨ
凶
ノ
ア
略
確
定
サ
レ
、
殊
ニ
ホ
フ
マ
ン
ノ
腔
骨
神
経
刺
戟
貫
験
－
－

於
ア
、

二
個
ノ
濁
立
セ
Y

働
作
電
流
ヲ
昨
腸
筋
ヨ
リ
誘
導
シ
、
業
一
ツ

A

腔
骨
神
経
中
ノ
運
動
繊
維
－
一
ヨ
リ
ア
戚
謄
電
流
導
子
ヨ
ソ
筋
ニ
侍
達

セ
Y
直
接
刺
戟
ニ
因
Y
牧
紡
ヲ
代
表
シ
、
他
A

刺
戟
時
ヨ
リ
計
算
シ
タ

y
潜
伏
期
ガ
一
，
ア
ヒ
レ
ス
ー
臆
反
射
ノ
ソ
レ
ト
一
致
シ
、
コ
A

刺
戟
導
子

ヨ
η
ノ
腔
骨
神
経
中
ノ
求
心
性
繊
維
－
一
ヨ
リ
ア
先
グ
脊
髄
－
一
一
博
逮
サ
レ
、

夏
ユ
脊
髄
前
角
細
胞
ヨ
リ
遠
心
性
繊
維
ヲ
通
ジ
ア
筋
二
到
Y

奥
喬
4

因



w
y

反
射
性
政
縮
ヲ
代
表
ス
M
F

モ
ノ
ナ
M
Y

事
ヲ
詩
明
シ
、
盆
反
射
設
ノ
根
蟻
ヲ
強
固
ナ
ラ
ジ
メ
タ

9
0

フ
W
F

ト
ン
、

y
ツ
デ
ル
三
氏
ノ
濁
創
的
研
究
A

従
来
車
一
ナ
Y
基
礎
的
牧
縮
ト
思
錯
す
レ
ジ
膝
葉
腿
反
射
ガ
去
脂
及
ピ
脊
髄

動
物
品
川
庶
ア
機
械
的
「
ミ
オ
グ
ラ
ム
」
ト
「
ヱ
レ
ク
ト
ロ
ミ
オ
グ
ラ
ム
」
ヲ
併
用
シ
ア
分
析
ス

Y
時
A

強
直
性
枚
縮
ナ
Y
事
ヲ
明
示
シ
、
膝
薫
腿

反
射
ノ
本
睡
ヲ
一
層
明
瞭
タ
ラ
シ
メ
タ
リ
。
葱
ュ
附
記
ス
ペ
キ
A

、
之
等
コ
一
氏
ノ
得
タ
Y
成
績
A

去
鵬
、
脊
髄
動
物
－
一
閥
ス
M
F

モ
ノ
ユ
ジ
ア
正

常
勤
物
ノ
臆
反
射
ト
同
一
ナ
ヰ
ノ
ズ
ト
一
式
ア
異
論
ノ
起

y
得
ペ
キ
事
ナ

y
。
併
ジ
乍
－
フ
膝
蓋
腿
反
射
ノ
反
射
弓
A

動
物
ノ
正
常
ナ
Y
ト
、
去
脳

若
ク
A

脊
髄
動
物
ナ
M
F

ト
－
一
因
リ
ア
差
異
ナ
カ
w
F

，ヘキ
A

明
カ
ニ
シ
ア
、
軍
－
一
瞬
脊
続
中
躍
、
ヵ
完
全
ナ
Y
動
物
－
一
於
－
ア
A

何
等
カ
ノ
作
用
ニ

ヨ
リ
ノ
ア
脊
髄
ヨ
リ
ノ
末
梢
－
一
侍
蓬
ナ
Y

、
反
覆
性
刺
戟
ガ
軍
一
化
ナ

y
・
モ
ノ
ナ
ラ
ン
ト
理
解
ス

Y
ガ
至
営
ナ
Y
Jベ
ジ
。

膝
葦
臆
反
射
ノ
戚
受
器
－
一
就
－
7

A

従
来
種
々
ノ
意
見
費
表
＋
ノ
V

、
ロ
イ
ヱ
川
（
悶
乙
一
三
）

A

蛙
－
一
一
炉
、
－
プ
臆
ヲ
直
接
一
一
刺
戟
ジ
－
プ
附
周
筋
－
一
反

射
ノ
起
－
ア
ザ
Y
事
ヲ
示
hv
、
利
川
引
判
列
（

For
－4
2）
A

臆
ヲ
周
園
ノ
組
織
ヨ
9
孤
立
セ
ジ
メ
、
神
経
ヲ
破
壊
シ
タ
グ
’
後
之
ア
叩
キ
ア
向
反

射
ヲ
得
、
更
－
一
ス
ア
ユ
ヲ
ア
ト
A

膝
蓋
靭
帯
ノ
紳
鰹
技
ア
諜
ク
切
断
ス

Y

モ
腿
反
射
－
一
差
異
ヲ
来
サ
ズ
ト
記
載
シ
、
靭
帯
中
ノ
戚
守
党
器
ガ
脆
現

象
ノ
反
射
弓
ノ
一
部
－
一
ア
ラ
ザ
Y
事
ヲ
主
張
セ

9
0

然

ν
共
麿
内
ノ
神
経
ガ
之
ヲ
判
刈
引
判
別
ノ
如
ク
腿
ヲ
豚
一傷
ス

Y
事
－
一
ヨ

y
－
ア
輩
ク
破
壊
サ
Y

、
ヤ
否
ャ
、
又
引
汁
判
列
列
川
ノ
記
載
セ

Y

却
ク
靭
帯
ノ
神
経
枝
全
部
ノ
切
断
ガ
完
全
ヲ
期
シ
得
－
フ
M
F

、
ャ
否
ヤ
疑
問
ノ
傍
地
ナ
キ
ヲ
得
ズ
ト
ナ
ジ
、
予
等
A

第
一
及
ピ
第
二
質
駿
－
一
一
於

47
膝
蓋
靭
帯
ヲ
「
コ
カ
イ
ン
」
及
ピ
「
ノ
ポ
カ
イ
シ
」
溶
液
ノ
注
射
－
一
ヨ
η
ノ
ア
麻
療
セ
シ
メ
ア
臆
反
射
ヲ
検
シ
タ

Y

－
一
、
宜
（
結
果
A

利
列
判
引
刑
判

氏
等
ノ
所
設
ト
全
ク
一
致
セ

y
。

判
U

引
川
判
ぺ
川
叫
A

家
兎
ノ
長
祉
伸
筋
、
長
祉
屈
筋
及
ピ
前
腔
骨
筋
ノ
反
射
牧
縮
－
一
就
ア
種
々
ノ
貫
験
ヲ
行
ヒ
、
（
一
）
、
臆
ヲ
叩
キ
ア
惹
起

ス
Y
筋
牧
縮
A

骨
膜
ノ
上
ヨ
η
ノ
骨
ヲ
叩
キ
ア
モ
同
ジ
ク
惹
起
ジ
得
、
竺
己
、
腔
骨
ヲ
足
闘
節
近
ク
ニ
ア
切
断
ジ
、
其
上
方
端
ヲ
下
方
端
ヨ

y
離

れ

V

、
下
方
端
ヲ
銃
釘
－
一
ア
固
定
シ
ア
該
下
方
端
ノ
切
断
面
ヲ
叩
ク
時
二
前
肢
骨
筋
及
ピ
長
祉
伸
筋
A

腔
骨
ノ
上
方
端
ノ
ミ
ニ
接
績
シ
居

y
、

震
メ
－
一
下
方
端
ア
叩
キ
ア
起
M
F

振
動
A

之
等
ノ
筋
－
一
侍
達
サ
レ
ザ
Y

－
一
号
拘
ラ
ズ
牧
縮
ヲ
得
－
ア
、
骨
反
射
ノ
濁
立
シ
－
プ
存
在
ス

Y
事
ヲ
読
明
セ

ぺ
イ

y
フ、

第
六
血
管

F『

原

原
u 

浅

海

七
O
七

（
第
参
競

九

五

〉



第
六
品
位

浅

海

七
O
入

（
第
参
波

六
六
）

F「
原

著
L..,j 

ク
。
克
二
、
下
腿
骨
ヲ
其
下
方
三
分
ノ
一
ノ
部
位
一
一
－
プ
横
断
ジ
、
長
祉
屈
筋
ノ
腔
ヲ
切
断
シ
、
該
臆
ヲ
糸
ニ
ア
縛

y
、
之
－
一
分
銅
ヲ
吊
シ
ア
筋

ヲ
緊
張
セ
ジ
メ
、
鵬
骨
ヲ
叩
ク
時
A

長
祉
屈
筋
ノ
牧
縮
ヲ
得

v
共
、
切
断
し
V

タ
w
y

下
腿
骨
ノ
上
方
端
ト
下
方
端
ヲ
蓮
絡
ス

Y
軟
組
織
全
部
ヲ
切

断
ス

Y
時
A

反
射
A

消
失
ス

Y
ヲ
以
－
プ
、
骨
反
射
A

骨
膜
紳
経
ノ
蓮
絡
ヲ
必
要
ト
潟
ス
事
ヲ
示
セ

y
o

予
ノ
行
へ

Y
賓
験
－
一
一
於
－
プ
、
大
腿
骨
ヲ
其
長
軸
－
一
斑
角
－
一
向
ヅ
ア
町
キ
ア
得
タ
Y
四
頭
股
筋
ノ
牧
縮
ガ
、
膝
葦
靭
帯
並
－
一
腔
骨
上
部
前
面
ヲ

大
腿
骨
ノ
長
軸
三
午
行
ナ
Y
方
向
ニ
叩
キ
D
Y
Y
時
ヨ
リ
甚
グ
シ
グ
微
弱
ナ
Y
事

、

及

ピ

第

三

賀

！

1

3

験
－
一
記
警
五
五
骨
上
部
ノ
骨
膜
ヲ
麻
庫
セ
シ
メ
ア
之
ヲ
叩

T
A
Z臆
反
射
P

膝

蓋

令

－

J
J
E

靭
帯
ヲ
叩
キ
ア
得
タ

Y
反
射
ノ
差
異
ガ
注
射
前
ノ
差
異
ト
異
ナ
フ
ザ
Y
ヲ

見

レ

バ

、

骨

反

射

若

／

グ
《
骨
膜
反
射
ガ
臆
反
射
会
鱒
ニ
及
ポ
ス
影
響
ノ
極
メ
ア
微
弱
ナ
Y
事

明

カ

ナ

ラ

ン

。

第

／

＼

刈
判
川
・
町
オ
刑

lT腿
反
射
ヲ
惹
起
ス

Y

－
一
際
ジ
、
骨
－
一
興
フ
Y
振

動

ガ

筋

－

一

侍

達

サ

レ

／

イ

＼

冷

＼

其
刺
戟
ュ

7
6第
五

五

ヲ

固

持

ジ

タ

V

共

、

ご

引

引

オ

叫

ノ

賞

験

－

一

ヨ

一

一

一

／

↑

十
、
＼

y
aア
否
定
＋
ノ
レ
、
予
ノ
第
二
賞
駿
－
一
ヨ
レ
バ
、
警
へ

y
ノ
存
在
ガ
否
定
ナ

v
ズ

ト

モ

、

振

動

停

園

ら

γ

」

一

／

／

4

達
ノ
ミ
ニ
ア
A

筋
牧
縮
A

極
メ
ア
微
弱
ナ

Y
ペ
キ
事
明
カ
ナ

y
。

ネ

プ

↓

二

p

u

t

d
u
f

一一↑
c

臆
反
射
ヲ
検
ス
U

Y

ニ
営

y
腿
ア
充
分
－
一
緊
張
セ
シ
ム
U

戸
時
A

惹
起
ナ

y
・
反
射
ガ
増
大
ス

y

d
y

二

事
A

周
知
ノ
事
貫
－
一
シ
－
プ
、
ホ
フ
マ
ン
A

コ
A

所
属
ノ
筋
長
ガ
伸
長
サ
ノ
レ
筋
内
ノ
戚
雫
器
ガ
鋭

弱
V

二
dJJ一一
ー

敏
ト
ナ

v
y
鴬
ナ
叩
ノ
ト
云
へ

y
。

弓

二

ー

予
ノ
第
二
質
験
－
一
一
於
ケ
w
y

加
ク
、
切
断
セ

Y
四
頭
股
筋
ノ
末
端
ヲ
糸
一
一
－
ア
縛
叫
ノ
、
之
－
一
分
銅
ヘ
／〔

ヲ
吊
ジ
ア
緊
張
シ
置
ク
時
二
分
銅
ノ
重
量
ト
同
程
度
－
一
筋
A

其
末
端
－
一
一
於
ア
此
重
力
方
向
ト
反
劃
ノ
方
向
二
一
割
ジ
ア
固
定
サ
レ
居
Y
誇
ナ

y
。
今
膝
蓋
靭
帯
ヲ
略
闘
ニ
於
－
ア
矢
（
イ
）
ノ
方
向
－
一
叩
ク
時
三
大
腿
骨
ヲ
矢
（
ロ
）
ノ
方
向
ニ
押
上
グ
Y
傾
向
ヲ
生
ジ
、
従
ツ
ア
四
頭
股
筋

タ
同
－
ノ
方
向
エ
移
行
セ
シ
ム

Y
傾
向
ヲ
来
ス
ペ
ジ
。
然
Y

ニ
該
筋
A

葉
末
端
（
A

）
ニ
一
於
ア
矢
（
－
一
）
ノ
方
向
ζ

山
首
シ
ア
分
銅
－
一
ヨ

Y
重
力
方



向
（
ホ
）
ノ
関
係
上
一
種
ノ
艶
抗
力
ヲ
以
ア
比
較
的
固
定
位
置
ヲ
保
ッ
故
三
筋
A

葉
末
端
会
）
ト
上
端
（
へ
）
間
ノ
長
軸
ヲ
念
劇
一
一
伸
長
サ
Y

ペ
シ
。控骨
上
部
前
面
ヲ
同
ジ
ク
（
ロ
）
ノ
方
向
－
一
叩
ク
時
A

同
様
ノ
伸
長
ヲ
四
頭
股
筋
－
一
奥
プ
。
反
之
大
腿
骨
ヲ
失
（
ト
）
ノ
方
向
－
一
叩
グ
時
A

同

骨
A

（
ロ
）
ノ
方
向
ニ
押
下
グ
－
ア
U
F

‘
傾
向
ヲ
生
ゼ
ズ
、
骨
ノ
上
端
（
股
閥
節
端
）
ヲ
中
心
ト
ジ
テ
其
末
端
（
膝
関
節
端
）
グ
矢
（
チ
）
ノ
如
キ
方
向
－
一

弧
ヲ
毒
キ
四
頭
股
筋
f

伸
長
影
・
響
A

殆
ン

y
無
カ

Y

ペ
キ
ナ
リ
ノ
。

前
者
ノ
場
合
－
一
一
民
シ
ア
四
頭
股
筋
ノ
牧
縮
ガ
後
者
郎
チ
大
腿
骨
ヲ
（
ト
）
ノ
方
向
ニ
叩
ク
場
合
極
メ
ア
微
弱
ナ
Y
A
郎
チ
筋
長
ノ
伸
長
度
ノ

相
違
－
一
ヨ

Y
事
自
明
ノ
事
ナ
ラ
ン
ト
信
ゼ
ラ

y
o
如
何
ト
ナ
レ
バ
此
場
合
－
一
一
於
ア
、
ス
－
Y

Y
ン
ペ
w
F

ヒ
ガ
骨
膜
ヲ
遁
タ
ア
惹
起
ス
ト
云
プ
骨
反

射
ノ
影
響
毛
、
判
別
利
川
引
d
N

主
張
セ
ジ
骨
ヨ
η
ノ
筋
－
一
一
博
達
サ
w
y

ト
云
ア
振
動
ノ
強
度
毛
、
共
－
一
大
腿
骨
ヲ
叩
キ
シ
場
合
ト
膝
蓋
靭
帯
及
ピ
腰
骨

上
部
前
面
ヲ
叩
キ
シ
場
合
ト
略
相
等
ジ
カ

Y
ペ
ケ
レ
バ
ナ
リ
。

夏
ユ
叉
第
三
賞
験
－
一
一
於
－
ア
示
セ
Y
如
ク
、
四
頭
股
筋
ヲ
胡
断
セ

f
ジ
ア
腰
骨
上
部
前
面
苛
ノ
叩
キ
ア
惹
起
セ
Y
臆
反
射
ト
同
ジ
状
態
ノ
下
－
一
膝

蓋
靭
帯
ヲ
叩
キ
ア
得
タ
M
F

臆
反
射
ノ
差
ノ
大
ナ
Y

ニ
反
シ
、
第
二
貫
験
一
一
於
ケ
Y
如
ク
、
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Summary. 

Coe孔iniz辻tionof the l沿tcllarligament and the adjacent soft tissue does not a仔じctthe knee-jerk in intact rabbit, 

showing that the sensory endings in the ligament are not a part of the re日exarc. 

¥Nhcn the quadriceps femoris is detached from its tcndinous attachment to the lはtellarI igame口t,the neighbouring 

muscles ancl the f己mur,the muscle held moderately under tensioロ bypulling upon the thr G以ltied to it, and the 

ligament tap[Jed with a hammer, a re日excontraction of the quadriceps follows. Cocainiutiυn of the Jigamじntdoじ5

not alter the reflex contraction obtained in the same manner. Whether the ligament is cocainizcd or not, a tap upon 

it or upper part of the anterior surface of the tibia with the knee joint flexed brings about a rcf1ex contraction of the 

quadrice伊 of巴qualmagnitude. The contraction obtained by tapping LI）〕onthe femur at rigllt angle to its long axis, 

on the contrary, is extremely feeble. 

In the int川 trabbit, the knじC一jビrl王 i詰 obtain司bleby t品1】pingupon the anterior吋urf，正じ ofthe upper part of the tibi巴a,

thじ jじrkhowever being亡xtr・

obtained I口 thi厄 wayis not a仔ectedby previously in行ltratingthe periosteum of the part of the tibia to be struck. 

The f司ctthat thβamplitude of the knee-jerk obtained by tap[Jing upon the anterior surface of the upper part of 

the tibia is much smaller than that obtamecl by a tap upon the patellar ligament while the contraction of the isolated 

quadriceps is of equal magnitude, whether the patellar ligament or the upper part of the tibia is struck, may be explained 

as being due to the fact that in the、intactrabbit the quadriceps gives way together with the other tissues of the limb 

with which it is connected, and the tap upon the upper part of the tibia has a very little tendency to stretch it 

suddenly, whereas the isolated muscle whose distal end is being pulled by a constant tension of the thread tends to 
be suddenly stretched when the thigh is pushed towards the hip joint by a tap upon the upper part of the tibia. 

From these results of experimental observations it is concluded : 。Thatthe sensory endings in the patellar ligament are not a part of th~ reflex arc of the knee-jerk. 
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2) That the knee-jerk is a true reflex, the stimulus essential for it production being the sudden stretch to the 

muscle under moderate tension. (Author’s abstract.) 
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